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環
境
省
は
二
月
三
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

で
第
四
回
「
巨
大
地
震
発
生

時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
対

策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長

・
酒
井
伸
一
京
都
大
学
環
境

安
全
保
険
機
構
附
属
環
境
科

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る

な
か
で
国
民
が
将
来
に
わ
た

っ
て
豊
か
な
水
資
源
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
安
全
・

安
心
な
社
会
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
と
く
に
災
害
や
渇
水

な
ど
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対

学
セ
ン
タ
ー
長
）
を
開
き
、

巨
大
災
害
発
生
時
の
災
害
廃

棄
物
対
策
ス
キ
ー
ム
を
ま
と

め
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
行
動
計
画

の
基
礎
と
な
る
行
動
指
針
を

策
定
す
る
。

同
検
討
委
が
昨
年
三
月
に

し
て
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

対
策
を
組
み
合
わ
せ
、
柔
軟

で
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る

幅
を
持
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
国
土
交
通
省
は

平
成
二
十
五
年
十
月
に
今
後

の
水
資
源
政
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
国
土
審
に
諮
問
。
こ

れ
を
受
け
て
国
土
案
は
水
資

源
開
発
分
科
会
企
画
部
会

（
沖
大
幹
部
会
長
）
で
十
一

作
成
し
た
「
巨
大
災
害
発
生

時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
対

策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

で
は
全
国
地
域
と
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
単
位
で
の
処
理
体
制
の

構
築
を
打
ち
出
し
た
。
具
体

的
に
は
地
方
環
境
事
務
所
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
ブ
ロ
ッ

回
に
わ
た
る
審
議
を
重
ね
て

き
た
。

今
回
の
答
申
案
で
は
当
面

の
重
点
課
題
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
①
安
全
・

安
心
水
利
用
社
会
の
構
築
②

持
続
的
水
利
用
社
会
③
健
全

な
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
質

循
環
に
立
脚
し
た
社
会
④
水

の
「
恵
み
」
に
感
謝
し
「
災

い
」
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

社
会
意
識
の
醸
成
⑤
世
界
の

水
問
題
解
決
と
国
際
市
場
獲

ク
協
議
会
な
ど
を
立
ち
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
巨

大
災
害
の
発
生
に
備
え
た
行

動
計
画
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

今
回
ま
と
め
た
対
策
ス
キ

ー
ム
は
対
象
と
な
る
巨
大
災

害
の
考
え
方
、
巨
大
災
害
時

得
に
向
け
た
展
開
―
―
の
五

項
目
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
水
資
源
開
発
を
中
心

と
し
た
政
策
か
ら
水
循
環
基

本
法
な
ど
に
基
づ
く
水
の
安

定
供
給
へ
の
抜
本
的
な
転
換

国
土
交
通
省
は
二
月
六

日
、
平
成
二
十
六
年
度
補
正

予
算
の
成
立
を
受
け
て
長
期

優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
の
募
集
を
開
始
し

の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
基
本

的
考
え
方
、
各
主
体
の
役
割

分
担
の
基
本
的
考
え
方
、
国

の
役
割
・
責
務
、
都
道
府
県

を
促
進
す
る
。

こ
の
う
ち
安
全
・
安
心
水

利
用
社
会
の
構
築
で
は
大
規

模
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
必

要
な
水
の
確
保
、
水
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
へ
の
対
応
、
気
候

変
動
リ
ス
ク
へ
の
適
応
策
、

危
機
的
な
渇
水
（
ゼ
ロ
水
）

へ
の
対
応
、
水
需
給
バ
ラ
ン

ス
の
確
保
、
安
全
で
お
い
し

い
水
の
確
保
な
ど
に
努
め
て

い
く
。
大
規
模
災
害
や
ゼ
ロ

水
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
事
前
準
備
や
水
供
給

施
設
の
連
携
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
く
老
朽
化
対
策
を
水
供

給
・
排
水
の
全
体
シ
ス
テ
ム

と
し
て
包
括
的
・
計
画
的
に

実
施
す
る
。

ま
た
持
続
的
水
利
用
社
会

に
向
け
て
節
水
型
社
会
の
構

た
。
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン

（
住
宅
検
査
）
や
性
能
向
上

の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
適

切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図

の
役
割
・
責
務
、
市
町
村
の

役
割
・
責
務
、
事
業
者
・
専

門
家
・
国
民
の
役
割
・
責

務
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け

る
災
害
廃
棄
物
処
理
体
制
の

整
備
な
ど
で
構
成
。
処
理
に

あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
し

て
発
生
量
推
計
と
国
に
よ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
処
理
指

針
の
策
定
と
目
標
処
理
期
間

の
設
定
、
適
正
処
理
の
確
保

・
迅
速
な
処
理
の
た
め
の
処

理
工
程
や
処
理
施
設
の
整
備

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

築
と
水
利
用
合
理
化
、
水
資

源
・
国
土
管
理
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
観
点
か
ら
の

地
下
水
の
総
合
的
管
理
、
雨

水
・
再
生
水
の
利
用
、
水
源

地
域
へ
の
感
謝
に
根
ざ
し
た

振
興
対
策
な
ど
に
力
を
入
れ

る
。
節
水
型
社
会
の
構
築
で

は
住
ま
い
方
や
ま
ち
づ
く
り

に
着
目
し
た
計
画
的
な
取
り

組
み
を
促
進
す
る
。

こ
の
ほ
か
流
域
に
お
け
る

健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
省
エ
ネ
な
ど
の
取
り
組

み
、
水
環
境
・
生
態
系
の
保

全
・
再
生
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
た
水
環
境
教
育
、
世
界

の
水
問
題
解
決
に
向
け
た
国

際
貢
献
、
水
関
連
技
術
の
海

外
展
開
な
ど
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

る
優
良
な
取
り
組
み
に
対
し

て
国
が
費
用
を
補
助
す
る
。

募
集
す
る
事
業
は
評
価
基

準
に
基
づ
く
リ
フ
ォ
ー
ム
で

補
助
率
は
三
分
の
一
、
上
限

が
一
戸
あ
た
り
百
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
す
べ
て
の

評
価
項
目
で
新
築
の
長
期
優

良
住
宅
と
お
お
む
ね
同
程
度

の
水
準
を
満
た
す
場
合
は
上

限
が
二
百
万
円
と
な
る
。

応
募
期
間
は
三
月
二
日
ま

で
。
募
集
要
領
は
長
期
優
良

住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事

業
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
。

な
お
平
成
二
十
七
年
度
予

算
に
基
づ
く
事
業
は
四
月
中

に
提
案
型
（
提
案
に
よ
る
長

期
優
良
化
リ
フ
ォ
ー
ム
）
、

五
月
頃
に
評
価
基
準
型
（
評

価
基
準
に
基
づ
く
長
期
優
良

化
リ
フ
ォ
ー
ム
）
の
募
集
を

開
始
す
る
予
定
だ
。
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沖分科会長

対策スキームで意見交換

������������������ �� ��������� 国
土
審
議
会
水
資
源
開
発
分
科
会
（
分
科
会
長
・
沖
大
幹
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）
は
二
月
四
日
、

今
後
の
水
資
源
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
案
を
ま
と
め
た
。
供
給
量
の
増
大
を
図
る
従
来
の
需
要
主
導
型
か

ら
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
リ
ス
ク
管
理
型
水
資
源
政
策
に
進
化
さ
せ
る
。
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
や

危
機
的
な
渇
水
が
生
じ
て
も
柔
軟
で
包
括
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
安
全
・
安
心
水
利
用
社
会
の
構
築
な
ど

を
め
ざ
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
う
え
で
正
式
に
答
申
す
る
予
定
だ
。
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